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＜連絡事項＞
・退院支援の進捗を管理者まで報告して下さい。

＜入室状況＞
【ユニット移動】
・山野　なみ子様～東合併症室から東B1号室へ

【入院】
・岩間　史隆様～東合併症室

＜患者様情報＞
・中里　鐡男様～血糖高値にて、クエチアピン中止指示あり。本日より臨時薬リクシアナ(30)0.5T朝食後追加。レキサルティ0.5mg→1mg、デエビゴ5mg→7.5mgへそれぞれ増量となる。

・袴田　将志様～苛々時ロフラゼプ酸エチル(1)　7回分処方となる。

・山野　なみ子様～持参薬当院処方へ切り替え。臨時薬オルメサルタン(20)1T、ロスバスタチン(2.5)1T、トラゼンタ(5)1T、フォシーガ(10)1T朝食後　7日分処方となる。

・松川　うめ子様～家族代理受診(ちょうじゃの森内科)。16：30より主治医面談実施。

・磯嶋　茜様～スタッフ付き添いで耳鼻科受診している。次回6/8(月)。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。開放後脱衣し他室侵入する等逸脱した行動あり早めに開放観察終了している。自室内では毛布に包まり臥床している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。眼光の鋭さや不穏さ無し。自室にて静穏に過ごされる。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。弄便頻回で都度入浴実施している。スタッフに爪を立てる等落ち着かない様子ある。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・庭野　清隆様～終日隔離中。話の切り上げできず時間要すも内服の拒否なし。退室後は臥床し静穏に過ごされる。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。スタッフ対面時穏やかで気分の高さや危険行為なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜高橋Dr.診察情報＞
・谷地　キヨミ様～昨日から頭痛があると訴え、「96まで生きたからもういいです」と悲観的になっている。疼痛時カロナール(200)2T　10回分処方となる。

・藪　真弓様～主治医面談を気にしている様子はあるものの、適宜頓服使用し不穏や衝動性無く経過している。友人との面会ができるか確認あるが、面談後に検討する事説明受けている。

・大塚　勇人様～状態著変なし。引き続き退院支援継続するよう指示あり。

・工藤　孝雄様～状態著変なし。指示の変更なし。

[bookmark: _GoBack]・関川　たみ様～精神症状安定している為、退院支援進めるよう指示あり。便秘あった事から、臨時薬酸化マグネシウム(330)3T毎食後8日分処方となる。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和8年6月1日　14：22
氏　　名：岩間　史隆様（いわま　ふみたか）様
生年月日：昭和45年9月21日(55歳)
病　　名：脳梗塞後遺症、高次脳機能障害
性　　別：男性
主 治 医：柞木田Dr
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟合併症室
＜経過＞
　当院1回の入院歴あり(R～R7.7.30)。サービス付き高齢者向け住宅「白山台やすらぎ館」へ退院後は、当院への定期通院を継続していた。苛々することや気分の落ち込みがあるものの、食事は摂れており施設での生活も慣れていると話していた。令和7年11月から食事量が減り、その後も食事や服薬の拒否があることから、急遽受診し薬物調整を行っていた。令和8年2月頃にも同様に食事や服薬の拒否がみられ、内科受診し点滴対応をしていたが徐々に拒否あり。気分の落ち込みや苛々感、意欲低下があり臨時で受診することもあった。令和8年5月20日発熱し、かかりつけ医のはるみ内科を受診し、内服薬が処方となるも食事や服薬の拒否があり、点滴も行っていたがそれも拒否することあり。施設での対応困難となっており、家族も本人の対応に疲弊している状態。はるみ内科でもこれ以上の対応は難しく、当院へ相談するよう言われて入院調整となる。令和8年6月1日身体管理目的のため東病棟合併症室へ医療保護入院となる。
